
【SR-7 評価シート エビデンス総体】
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EVガイドラン ＊バイアスリスク，非直接性

 各ドメインの評価は「高（－2）」，「中／疑い（－1）」，「低（0）」の3 段階。

 まとめは「高（－2）」，「中（－1）」，「低（0）」の3 段階でエビデンス総体に反映させる。

＊＊上昇要因

  各項目の評価は「高（＋2）」，「中（＋1）」，「低（0）」の3 段階。

  まとめは「高（＋2）」，「中（＋1）」，「低（0）の3 段階でエビデンス総体に反映させる。

アウトカムごとに別紙にまとめる。

がんで経末梢静脈の化学療法を受ける患者

自流滴下／自流滴下式輸液ポンプ

強制注入式輸液ポンプ

リスク人数（アウトカム率）


